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令和６年６月１１日（火）午後１時３０分から

○教育長（篠山　充君） 　ただいまから令和６年第７回大田原市教育委員会定例会の会議を
開きます。

　前回会議録は、書記をもって調製させましたので、順次回覧いた
します。内容をご確認いただきたいと思います。

（会議録順次回覧）

○教育長（篠山　充君） 　会議録の内容についてご確認いただきましたが、前回会議録につ
きましてご承認いただけますか。

（異議なしの声あり）

○教育長（篠山　充君） 　異議はないようでありますので、会議録は承認されました。
　委員会閉会後、ただいまの会議録に署名をお願いいたします。

　本日付議いたします案件は、報告１件であります。
　それでは日程に従い会議に入ります。
　日程第１ 報告第１７号 教育委員会の事業推進について を議題と
いたします。
　詳細について、各課長から説明をお願いします。

○教育総務課長（羽石　剛君） （説明を行う）

○学校教育課長（小室和徳君） （説明を行う）

○生涯学習課長（岡　一弘君） （説明を行う）
○スポーツ振興課長（大島　実君） （説明を行う）

○教育長（篠山　充君） 　説明が終わりましたので、ご質問やご意見、ご感想などをいただ
きたいと思います。

○職務代行者（小林朋子君） 　生涯学習課の地域学校協働本部について。
　今までの学校運営協議会との棲み分けについて再度確認したい。

○生涯学習課長（岡　一弘君） 　学校運営協議会と地域学校協働本部が、お互い協力する形となり
ます。

○職務代行者（小林朋子君） 　それぞれ委員が選出される形であれば、同じ方が選ばれることも
ありますか。

○生涯学習課長（岡　一弘君） 　おっしゃるとおりです。
　これまで地域学校協働活動を行うのは学校運営協議会の下部組織
でしたが、新たな組織の「地域学校協働本部」を設置したところで
す。

○委　員（森　泉君） 　昨年度、親園中学校区で設置されたが、２つの組織の違いや役割
などについて分かりにくいところがありました。
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○生涯学習課長（岡　一弘君） 　今まで、地域学校協働活動は学校が主体となって実施していまし
たが、今後は地域学校協働本部が主体となり、学校の要請に基づき
実施していくことになります。
　事業実施にあたり、必要な人材は、地域学校協働活動推進員、生
涯学習活動推進員が把握しております。

○職務代行者（小林朋子君） 　「地域学校共同本部」には、地域の人材を把握し学校が必要とす
る人材を紹介できるようにしておく必要がある、ということです
ね。

○生涯学習課長（岡　一弘君） 　地域学校協働活動推進員及び生涯学習活動推進員に、人材確保を
含めた地域における役割について、より深く知ってもらうよう依頼
しているところです。

○委　員（森　泉君） 　教育総務課の奨学金について。
　給付型を検討中とのことですが、現在考えている資格要件があれ
ば教えていただきたい。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　貸与型は継続して実施する予定ですが、給付型は学力要件及び収
入要件ともに貸与型との差をつけることで検討しているところで
す。

○職務代行者（小林朋子君） 　給付を受けた方には大学卒業後大田原市へ戻ってきていただく等
の条件があると良いのではないでしょうか。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　先にまとまったお金を渡してしまう給付型と、大学卒業後に大田
原市へ戻ってくることにより奨学金の返還を免除するという、大き
く分けて二通りの方法があり、現在どちらにするかは検討中です。

○委　員（森　泉君） 　現在の奨学金制度では、在学中でも申請できますか。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　進級の際など、申し込み期間に申請すれば可能です。

○職務代行者（小林朋子君） 　奨学生が減少している理由は何でしょうか。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　日本学生支援機構等の奨学金が早くから申し込みできるため、と
考えられます。

○教育部長（君島　敬君） 　日本学生支援機構は早い段階ですべての生徒に資料を配布してお
ります。市としても、早い段階の周知等、より多くの生徒へ情報が
いきわたるよう検討出来ればと考えております。

○委　員（森　泉君） 　学校教育課の校務支援システムについて。
　何社の業者のデモを想定していますか。

○学校教育課長（小室和徳君） 　１５社程度がシステムの提供をしておりますが、大田原市の仕様
や現場の状況にあうものを見て検討したいと考えております。

○委　員（森　泉君） 　どの様なシステム内容ですか。

○学校教育課長（小室和徳君） 　児童生徒の基本情報や指導要録等を一元管理し、各種必要書類を
プリントアウトできるようなシステムとなります。



○委　員（森　泉君） 　近隣市町の導入状況を伺いたい。

○学校教育課長（小室和徳君） 　県内１４市で導入していないのは、大田原市のみとなっていま
す。

○教育長（篠山　充君） 　他市の状況を確認し、使いやすいシステムを導入できることを期
待します。

○委　員（森　泉君） 　スポーツ振興課の大田原マラソン大会について。
　現時点での申し込み者数は、昨年度と比較していかがか。

○スポーツ振興課長（大島　実君） 　昨年度と比較すると厳しい状況です。昨年度とは募集開始時期が
違いますが、募集開始１ヶ月の状況を比較しても少ない状況です。
マラソンの部のみならず、１０キロの部の申込者も少なくなってお
ります。
　マラソン自体の人口減少もありますが、マラソンを競技としてで
はなく、趣味としている方が多いのではないでしょうか。
　ただ、大田原マラソン大会の特色（スペシャルドリンクの設置、
給食提供無）を撤廃することは避けたいと考えており、参加料の値
上げについても、検討して参りたいと考えております。

○委　員（森　泉君） 　何名を目標としていますか。

○スポーツ振興課長（大島　実君） 　２，０００名の出場で、黒字運営が可能と考えております。

○委　員（森　泉君） 　ふるさと納税エントリーの状況はどうでしょうか。

○スポーツ振興課長（大島　実君） 　エントリーは３０，０００円からあり、今年度５０，０００円及
び７０，０００円を設定しましたが、ほとんどが３０，０００円の
エントリーとなっております。
　なお、昨年度は５９件のエントリーでありましたが、今年度は現
時点で３１件のエントリーとなっておりますので申し込みは伸びて
おります。
　ふるさと納税の仕組みを理解する方が増えてきたことが、その要
因と思われます。

○教育長（篠山　充君） 　以上、報告第１７号 教育委員会の事業推進について でございま
した。
　貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。

○教育長（篠山　充君） 　以上をもちまして、本日予定されました案件はすべて議了いたし
ました。
  なお、その他で何かございますか。

○教育長（篠山　充君） 　委員さんから何かありますか。
　各課長から何かありますか。
　事務局から何かありますか。

○教育長（篠山　充君） 　それでは、以上をもちまして令和６年第７回大田原市教育委員会
定例会の会議を閉会いたします。
　お疲れ様でした。

閉会：午後２時３０分
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